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	Chapter 3では、遺伝子のエピジェネティック変異の代表例であるメチル化シトシン（5-mC）の配列特異的な検出および機能制御分子の開発を論じている。ゲノムDNA鎖中のプロモーター領域におけるシトシン塩基（C）のメチル化異常が疾患発症の原因となることが報告されている。従って、DNA鎖中の5-mCを配列特異的に検出する手法の開発は、疾患の診断や治療につながる。しかし、正常なCと5-mCの違いを識別することはこれまで困難であった。本論文ではCと5-mCのソラレンとの反応性の違いを利用した識別法開発...

